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　共立二中から進学された方は「あぁまたか」と思われているプリント。高校でも継続し
てゆこうと思っています。自分で自分の首を絞めることにならなければいいなと思ってい
るのですけど，あくまでも私の趣味だとお考え下さい。
　中学英語までは何とか保護者の方も一緒に勉強できる，というお話を耳にすることがあ
ります。でも高校英語になるともうお手上げ，という状態。ある程度英語の興味・関心が
ないとなかなか目を向けることが難しくなりますね。そこでこのようなプリントを用意し
てみたのです。あくまでも保護者対象で作成します。
　授業内容を基礎とし，文法事項の確認（中学英語と関連させながら）を中心に，英文解
釈への応用へと程度を上げてゆこうと考えています。
　『中学英語』も忘れてはいません。コラムとして「こんなに使える中学英語」と題する
ものを連載（？）する予定です。おぼろげな中学英語の見直しをしていただくのみならず，
それが高校英語のどの部分に，どのように関連してゆくのか，ということにも注目してい
ただきたいと思います。
　今回は予告編としてのプリントとご理解下さい。数回にわたり，中学英語で学んだ項目
をいくつか拾いだし，頭の中を整理していただければと思います。
　実際には授業が展開されてゆくにつれて発行することになります。編集長の怠慢で週に
何枚も発行されることもあります。その際はご容赦下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　易しいと思われていたことが，実はかなり難しいと実感しはじめる，それが高校英語な
のです。今回は予告編として，いくつかの項目について具体例をピックアップしておきま
す。詳細は授業中に指摘されてゆくと思いますが，『基礎は大切なのだ』ということが理
解してもらえれば幸いです。
①単語編　
　ＲＵＮという動詞をとりあげましょう。
　⒜Ｍｙ　ｄｏｇ　ｉｓ　ｒｕｎｎｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｐａｒｋ．
　この場合のｒｕｎは「走る」という意味で学習されています。中学１年生の頃だったで
しょうか。では次の場合はどうでしょうか？
　⒝Ｍｙ　ｆａｔｈｅｒ　ｒｕｎｓ　ｔｈｉｓ　ｒｅｓｔａｕｒａｎｔ．
　この場合は「走る」では意味が通じないということが理解できなければなりません。
「経営する」という意味で，「父はこのレストランを経営している」となります。ついで
に次の場合はどうですか？
　⒞Ｙｏｕｒ　ｎｏｓｅ　ｉｓ　ｒｕｎｎｉｎｇ．
　これは「鼻水が垂れてるよ」という意味になります。
●基本的と思われる語でも，使い方によってはいろんな意味になります。このような情報
　は教師に指摘される他に，辞書に書かれていることです。辞書は読めば読むほど知識が
　増えてきます。ＲＵＮという動詞の場合には，「自動詞」か「他動詞」かの区別により
　意味も異なってくるのです。
②文法編　
　一般動詞の過去形は以下の２つに分類できました。
　⒜　　規則動詞（語尾に（ｅ）ｄを付けるだけでよい）
　⒝　不規則動詞（原形－過去形－過去分詞形が異なる）
　中学校時代は「不規則動詞の変化表」を覚える小テストがあったはずです。「規則動詞」
は特に覚える必要がないからです。ところが中学３年から高校英語に移行してくるとこの
規則動詞が非常にやっかいに見えてくるのです。
　Ｔｈｅ　ｇａｍｅ　ｐｌａｙｅｄ　ｔｈｅｒｅ　ｗａｓ　ｅｘｃｉｔｉｎｇ．
　下線部のｐｌａｙｅｄは過去形ではなくて過去分詞形です。
　なぜこの文が難しい英文になってしまうのでしょうか？単純にｐｌａｙｅｄだけを見た
場合には，「過去形」と「過去分詞形」のどちらにも理解できてしまうのです。そのため
どちらなのかを識別する面倒が生じてくるのです。
　ところが「不規則動詞」のように，過去形と過去分詞形とが異なっていれば動詞の形を
見ただけで分かります。
　Ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｗｒｉｔｔｅｎ　ｂｙ　ｈｉｍ　ｉｓ　ｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇ．
　ｗｒｉｔｅ－ｗｒｏｔｅ－ｗｒｉｔｔｅｎのように変化し，過去形と過去分詞形とが異
なりますから，ｗｒｉｔｔｅｎは「過去分詞形」ということが分かります。
●先程と同様，初期の頃には易しいと思われていた文法事項でも，高校英語に近づくにつ
れ，次第に難しい側面が見えてくるのです。
　このプリントでは，中学英語と高校英語との橋渡しをするとともに，高校英語の中身に
ついて検討することになります。
　♢こんなに使える中学英語(1)♢
　　中学１年生になると多くの教科書で登場する表現⇨Ｔｈｉｓ　ｉｓ　ａ　ｐｅｎ．
　身近にある新製品の文房具を説明するときに用いる英文です。ところがこのＴｈｉｓ
　ｉｓ～．という表現は日常会話では幅広く用いることができるのです。
　①友達を紹介する場面。
　　Ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｍｙ　ｆｒｉｅｎｄ，Ｊｏｈｎ．（この方は友達のジョンです）
　②電話で名乗る場面。
　　Ｔｈｉｓ　ｉｓ　Ｔｏｍ，ｓｐｅａｋｉｎｇ．（トムですが）
